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に
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け
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伝

言

者

の
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立

場

に

つ

に

関

す

る

疑

い

て
」

時
枝
博
士
は、

本
誌
第
二
十
七
斡
に
「
言
語
に
お
け
る
伝
言
者
の
立
場
に

つ
い
て
」

と
題
す
る
論
考
を
発
表
さ
れ、

祝
詞
・
宣
命
中
の
「
衆
開
宣」、

特
に
「
宣」

字
の
訓
義
に
関
す
る
試
案
を
提
示
さ
れ
た。

そ
れ
は
ま
こ
と
に

示
唆
に
富
ん
で
居
り、

室
長
説
に
安
住
し
て
ゐ
る
者
に
対
す
る
木
鐸
の
役
目

を
果
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る。

し
か
し
な
が
ら
博
士
の
論
述
の
中
に

は、
一
二
疑
問
と
す
る
点
が
あ
り、

ま
た
論
述
の
趣
旨
を
十
分
つ
か
み
得
な

い
点
も
あ
る
の
で、

こ
与
に
い
さ
L
か
卑
見
を
陳
べ
て、

博
士
並
び
に
大
方

の
高
教
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る。

ま
づ
疑
問
と
す
る
点
を
挙
げ
て
み
よ
う。

博
土
は、

漢
文
の
詔
に
つ
い

て、

そ
れ
が
殆
ど
天
皇
を
第
一
人
称
と
し、

直
接
に
臣
民
に
呼
び
か
け
る
形

式
を
と
っ
て
ゐ
る
と
言
は
れ
る。

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
が、

援
引
さ
れ

た
孝
徳
紀
大
化
二
年
三
月
の、

集
侍
群
卿
大
夫
及
匡
遠
国
造
伴
造
弁
誇
百
姓
等
成
可
レ
聴
之 。

夫
君ニ
於

天
地
之
間
二
文
々

の
詔
と、

天
武
紀
十
二
年
正
月
の、

」色、
屈

野

司

憲

明
神
御--
大
八
例司
日
本
根
子
天
皇
勅
命
者、

諸
国
司
国
造
郡
司
及
百
姓

等
可
レ
聴
失 。

朕
初
登-一
鴻
俳-
以
来
云
々

の
詔
と
は、

果
し
て
天
皇
を
第
一
人
称
と
し、

直
接
に
「
群
卿
大
夫」

以
下

ま
た
は
「
諸
国
司」

以
下
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
ら
う
か。

「
威
可レ
聴

之」、
「
諸
可レ
聴
突」

と
あ
っ
て、

下
に
「
宣」

の
字
が
無
い
と
こ
ろ
か
ら、

こ
れ
を
天
皇
の
直
接
の
呼
び
か
け
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
が、

下
に
「
宣」

の
字
が
無
く
と
も、

「
成
可
ν
聴
之」、
「
諸
可レ
聴
失」

ま
で
は

伝
宣
者
の
言
葉
で、

以
下
を
天
皇
の
詔
言
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か。

つ
ま
り
こ
の
ご
詔
は
漢
文
の
認
で
は
あ
る
が、

宣
命
の
形
式
を
襲
っ
た
も
の

で、

漢
文
の
認
と
し
て
は
例
外
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
は
れ
る。

と
い
ふ
の
は、

公
式
令
を
見
る
と、

次
の
や
う
な
規
定
が
あ
る。

詔
品品目
式

明
神
御
宇
日
本
天
皇
認
旨 、
一
玄
々
威
開 。

明
神
御
宇
天
皇
詔
旨 、
一
X
A
威
開 。

明
神
御ニ
大
八
例-
天
皇
詔
旨 、
一
玄
々
成
問 。

天
皇
詔
旨 、
一
文
・4
成
問 。

詔
回目 、
一
式
々
成
問 。



時枝博士の「言語における伝言者。立場についてJ tc関する疑

こ
与
に
詔
書
と
い
ふ
の
は、

漢
文
の
詔
勅
で
は
な
く
し
て、

国
文
の
宣
命
を

指
し
て
ゐ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

さ
う
し
て
こ
の
五
種
の
形
式
は、

い
は
ゆ
る
宣
命
使
(
宣
命
大
夫〉

自
身
が
宣
制
す
べ
き
詞
の
様
式
を
規
定
し

た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る。
こ
れ
を
平
仮
名
交
り
文
に
直
す
と、

次

の
や
う
に
な
る
。

あ
芝
フ
み
か
み

あ
が
の
レ
た
u
ら

や
ま
と

す
め
ら

お
恨
み
こ
と

み

琢

j
開閉
神 i
k

御
宇

し
b
す
日
本
の
天
皇
が
詔
旨
ら
ま
と 、
一
式
々
成
聞
き

た
ま
へ

。

明
神
、と
御
宇
し
b
ナ
天
皇
が
詔
官
ら
ま
と 、
一
京
々
成
聞
き
た
ま
へ

。

信仰
ぼ
や
し
ま

セ
陀
し
ら

明
神
と
し
九
八
洲
御
し
砂

す
天
皇
が
詔
旨
ら
ま

と、
云
々
成
聞
き
た
ま
へ

。

天
皇
が
詔
旨
ら
ま
と 、
一
玄
々
成
聞
き
た
ま
へ

。

詔
旨
ら
ま
と 、

云
々
威
聞
き
た
ま
へ

。

即
ち、

第
一
の
形
式
は、

「
明
つ
御
神
と
し
て、

天
の
下
を
お
治
め
に
な
っ

て
ゐ
る
百
本
国
の
天
皇
の、

紛
ふ
方
な
き
御
言
葉
と
し
て、

云
々
皆
さ
ん
お

聞
き
な
さ
い
。」

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
で
右
に
述
べ
た
こ
と
が
明
瞭
に
窺
は
れ
る
の
は、

や
与
時
代
は
降

る
が、

内
裏
式
の
元
正
受--
群
臣
朝
賀-
式
の
条
に
見
え
る
次
の
記
事
で
あ

る。

(
少
し

長
い

が
念

の
為
引
用

す
る。〉

皇
帝
服--
田克
服-
就--
高
度→

(
中
略)

皇
太
子
升-一
中
階-
当--
御
座
前「

北
面
脆-一
於
南
栄-
賀
日 、

新
年
乃

新
月
乃

新
日
爾
万
福
乎
持
参
来
豆

拝
仕
事中
良
久
止
申。

品川
伏
而
興 、

降
ν
自
ν
階
四
級 。

謁
者
進
引--
皇
太
子-
復
ν
位 。

太
子
再

拝 。

干
レ
時
勅
喚d-
侍
従
名
4

称
レ
唯 、

進
レ
自-一
南
栄-
当--
御
座
前-
施 。

。

。
認
目、

。

新
年
乃
新
月
乃
新
日
爾
与--
天
地-
共
爾
万
福
き
や
久、

氷
久

受
賜
礼
止

宣
。

侍
従
奉
レ
勅 、

称
レ
唯 。

品川
伏
而
興 、

降
ν
自ζ
東
階「

就--
詔
使
位円

西

。
。
。

菌 、

宣
制
回、

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

天
皇
我
詔
旨
良
万
止

宣
布

大
命
手

間
賜
止

宣
。

皇
太
子
称
レ
唯
再
拝 。

詑
更

宣、

新
年
乃
新
月
乃
新
日
爾
与-一
一太
地-
共
爾
万
福
乎
平
久

永
久

受
賜
礼
止

宣
。

皐
太
子
称
レ
唯
再
拝 。

有
レ
頃
車骨
粗只
者
進
就--
版
位「

北
面
立
奏
回 、

明
神
止
御--
大
八
洲-
日
本
様
子
天
皇
我
朝
廷
爾

仕
奉
流
親
王
等
王
等
匡

等
百
官
人
等
天
下
百
姓
衆
誇 、

新
年
乃
新
月
乃
新
日
爾
与-一
一太
地-
共
爾

万
箱
平
一持
参
来
豆

天
皇
我
朝
廷
乎 一

芥
仕
車中
事
平
恐
勢
恐
興
毛
申
賜
止
申。

返
復
レ
位 。

(
中
略〉

勅
目 、

参
来 。

奏
賀
者
称
レ
唯
就
レ
位 。

勅
目 、

供
奉
親
王
等 .
玉
等
匡
等
百
官
人
等
天
下
百
姓
衆
誇 、

新
年
万
新
月
乃

新
日
爾
与-一
一大
地-
共
爾
万
福
乎
平
久

長
久

受
賜
礼
止

室 。

奉
ν
勅
称
ν
唯 。

退
復--
行
立
之
位4

俣
迭
巡
還
退
出 。

奏
賀
者
便
留--

宣

命
之
位
引

奏
瑞

者
復
二

本
例
『

詑
乃

宣
制
目、

明
神
止
御--
大
入
測-
日
本
根
子
天
皇
我
詔
旨
良
万
止

宣
不
大
命
乎
衆

間
食
与
止

宣
。

王
公
百
官
称
レ
唯
再
拝 。

詑

更
宣一
去、

供
車中
親
王
等
主
等
匡
等
官
官
人
等
天
下
百
姓
衆
器開 、

新
年
乃
新
月
乃

新
日
爾
与--
一大
地-
共
爾
万
福
平
平
久

長
久

受
賜
礼
止
勅
不
天
皇
我
詔
旨

。

。
。
。
。
。
。
。

乎 、

衆
諸

問

食
与
止

宣
。

王
公
頁
官
共
称
ν
唯
再
拝 。

と
れ
に
よ
る
と 、

・

天
皇
我
詔
旨
良
万
止

宣
布

大
命
平
聞
賜
止

宣。

明
神
止
御
大
八
測
日
本
根
子
天
皐
我
詔
旨
良
万
止

宣
不
大
命
平
衆
間
食
与
止
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笠 。
止

宣
不
天
皇
我
詔
旨
乎
衆
諸
閉
会
与
止

宣。

は
明
ら
か
に
詔
使
者
の
宣
制
の
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り、

且
つ
ま
た
そ
れ

ら
は
公
式
令
の
認
書
式
の
形
式
と
一
致
し
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら

そ
こ
で
問
題
を
も
と
に
か
へ
す
と、

時
枝
博
士
は
「
第
一
に、

諸
王
諸
臣

以
下
の
衆
を、

宣
命
使
の
申
し
聞
か
せ
る
行
為
の
相
手
と
す
る
こ
と
が、

詔

勅
宣
布
の
慣
例
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る。」

と

し
て、

前
に
挙
げ
た
漢
文
形
式
の
詔
を
取
り
挙
げ、

大
化
二
年
三
月
の
-詔
の

「
集
侍
群
卿
大
夫」

以
下
は、
「
成
可
ν
聴
之」

と
し
て
天
皇
の
呼
び
か
け
の

対
象
と
な
っ
て

居
り、

ま
た
天
武
十
二
年
正
月
の
詔
の
「
諸
国
司」

以
下

も、

同
様
に
天
皇
が
大
命
を
宣
布
す
る
場
合
の
対
象
と
な
っ
て
ゐ
る
と
述
べ

ら
れ
て
ゐ
る。

し
か
し
公
式
令
の
詔
書
式
に
よ
る
と、

(
ζ
れ
が
宣
命
使
自

身
の
宣
制
の
詞
の
様
式
を
規
定
し
た
も
の
と
い
ふ
卑
見
に
誤
P
が
な
い
な
ら

み

な

ば)

前
掲
の
現
代
語
訳
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
や
う
に、

「
威
聞
き
た
ま
へ
」

は、

宣
命
使
が
「
皆
さ
ん
お
聞
き
な
さ
い」

と
い
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て、

天
皇
の
呼
び
か
け
と
は
解
し
難
い。

従
っ
て
「
威
可レ
聴
之」

も
「
諸
可
レ
聴

M'
z

 

有矢」

も、

尉

(
諸〉

聴
き
た
ま
へ
で、

詔
使
者
の
詞
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り、

「
群
卿
大
夫」

以
下
及
び
「
諸
国
司」

以
下
の
衆
諸
は、

当
然
詔

使
者
の
申
し
聞
か
せ
る
対
象
と
な
る
わ
け
で
あ
る。

た
HA
問
題
は
「
威
開」

「
威
可
レ
聴」

「
諸
可レ
聴」

の
下
に
「
宣」

の
字
が
あ
る
場
合、

そ
の
宣
の

主
体
を
天
皇
と
見
る
か、

宣
命
使
と
見
る
か
に
あ
る
の
で
あ
る。

そ
こ
で
今
一

度
内
裏
式
の
記
事
に
か
へ
る
こ
と
に
す
る。

そ
の
中
の、

。

新
年
乃
新
月
乃
新
日
爾
与-一
天
地-
共
爾
万
福
乎
平
久
永
久

受
賜
礼
止

宣。

供
奉
親
王
等
玉
等
匡
等
百
官
人
等
天
下
百
姓
衆
誇 、

新
年
乃
新
月
乃

新

日
爾
与--
天
地-
共
爾
万
福
平
平
久

長
久

受
賜
礼
止

宣
。

は、

明
ら
か
に
天
皇
の
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る。

宣
命
使
は
そ
れ
を
そ
の
ま

ま、

或
い
は
皇
太
子
に、

或
い
は
王
公
百
官
に
宣
し
て
ゐ
る。

〈
も
ち
ろ
ん

そ
の
前
も
し
く
は
後
に 、
出且
命
使
自
身
の

宣
制
の
悶
が
あ
る

。〉

さ
う

す
る

と、

こ
れ
は
時
枝
博
士
の
い
は
ゆ
る
付
の
直
接
的
方
法
と
悼
の
伝
言
的
方
法

と
を
一
つ
に
し
た
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る。

と
こ
ろ
で
天
皇
自
身
の
言

葉
の
最
末
に
あ
る

2
き

で
あ
る
が、

こ
の
「
宣」

ま
で
が
天
皇
の
言
葉
で

あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
普
通
に
ノ
ル
と
訓
む

か、

自
己
に
対
す
る
敬
語
と
見
て、

ノ
タ
マ
フ
ま
た
は
ノ
リ
タ
マ
フ
と
訓
む

か
は
別
問
題
と
し
て、

と
に
か
く
天
皇
の
言
葉
で
あ
る。

従
っ
て
前
掲
の
は

じ
め
の
も
の
を
現
代
語
訳
す
る
と、

「
新
し
い
年
の
新
し
い
月
の
新
しい
い
日

に
(
正
月
元
日
に)、

天
地
と
共
に
平
安
に
長
久
に、

万
福
を
受
け
頂
け
と、

(
私
は)

申
し
聞
か
せ
る。」

と
い
ふ
こ
と
に
な
る。

即
ち
こ
の
「
宣」

は

「
申」

に
対
す
る
語
で
あ
っ
て、

皇
太
子
や
奏
質
者
は、

天
皇
に
向
っ
て

「
拝
み
仕
へ
奉
ら
く
と
申
す」

「
恐
み
恐
み
も
申
し
賜
は
く
と
申
す」

と
あ

る
や
う
に、

「
申
し
上
げ
ま
す」

と
言
っ
て
ゐ
る
の
に
対
し
て、

天
皇
は
皇

太
子
や
奏
賀
者
に
向
っ
て
「
申
し
聞
か
せ
る」

と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

従
っ
て
時
枝
博
士
が
例
に
引
か
れ
た
続
紀
第
二
十
一
詔
の、

今
宣

久・・・・・・
清
明
心
平
一持
而
仕
事中
止

室。

も、

「
宣」

ま
で
が
御
言
葉
で
あ
る
と
も
見
得
る
の
で
あ
り、

さ
う
見
る
こ

と
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば、

末
尾
を
「
清
明
心
平
一持
而
仕
奉
礼」

と
直
接

的
方
法
に
改
め
る
こ
と
は
不
当
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

同
様
に、

汝
多
知
誇
者、

吾
近
姪
奈
刻 。

:
:
:

誇
以=
閉山
浄
心-
皇
朝
平
助
仕
事#
礼
止
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塩宣。
焼 。

等 c
五 主
人七
平 沼

人
告--
謀
反4

:
:
:

今
往
前
然
莫
ν
為
止
室 。(

第
十
八
四間)

塩
焼
王
者、

唯
預--
四
玉
之
列4
:
:
:

以エ
閉山
直
心-
仕=
奉
朝
廷-
止

詔 。

(
第
二
十
紹〉

宮校博士の「言語における伝言者。立場について」に関する疑

な
ど
は、

詔
全
体
が
御
言
葉
そ
の
も
の
で、

直
接
的
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ

り、

「
宣」

や
「
詔」

を
説
明
的
方
法
に
該
当
す
る
表
現
と
は
見
な
し
が
た

い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る。四

さ
て
右
に
述
べ
た
や
う
に、

天
皇
ま
た
は
皇
太
后
の
御
言
葉
そ
の
も
の

に、

「
受
賜
礼
止
宣」
「
仕
奉
止
宣」
「
莫ν
為
止
宣」
「
仕ニ
奉
朝
廷-
止
詔」

な

ど
と
あ
る
か
ら、

そ
れ
を
承
け
て、
「
受
賜
礼
止
勅
不
天
皇
我
詔
旨
平」

と
な

る
の
で
あ
る。

続
紀
宣
命
の
末
尾
に
「
:
:
:
と
詔
ふ
天
皇
が
大
命
を」

と
あ

る
の
は、

何
れ
も
そ
れ
で
あ
る。

そ
れ
な
ら
ば
宣
命
使
の
宣
制
の
詞
の
末
尾
に
「
聞
賜
止
宣」

「
聞
賜
与
止

宣」
「
開
宣」
「
間
食
宣」
「
開一
食
止
宣」
「
開
食
倍
止
宣」

の
や
う
に、

キ
、
タ

マ
へ
の
下
に
「
ト
宣」

が
つ
い
た
場
合
は
ど
う
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う

か
。

そ
れ
は
次
の
や
う
な
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る。

明
つ
御
神
と
し
て
天
の
下
を
お
治
め
に
な
っ
て
ゐ
る
天
皇
の、

紛
ふ
方

な
き
御
言
葉
と
し
て
仰
せ
ら
れ
る
み
こ
と
の
り
を
(

仙

皆
さ
ん
お
聞
き

{
間

皆
さ
ん
お
聞
き

な
さ
い
と
(
私
は)

申
し
聞
か
せ
る。

な
さ
い
と
(
天
皇
は〉

仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る。

宣
長
説
は
山
で
あ
り、

時
枝
説
は
仰
で
あ
る。

ω
を
強
く
支
持
す
る
も
の

は、

公
式
令
の
認
書
式
で
あ
る。

そ
れ
に
よ
る
と、

前
に
述
べ
た
や
う
に、

「
お
聞
き
な
さ
い
」

ま
で
は
明
ら
か
に
宣
命
使
の
詞
で
あ
る。

従
っ
て
そ
の

下
に
つ
い
た
「
と
の
る」

も、

当
然
宣
命
使
に
関
は
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の

で
あ
る。

宣
命
使
は
天
皇
の
使
で
は
あ
る
が、

天
皇
に
代
っ
て
そ
の
大
命
を

宣
る
者
で
あ
る
か
ら、

王
公
諸
臣
に
対
し
て
「
宣
る」

と
言
っ
て
も
決
し
て

不
都
合
で
は
な
い
。

さ
う
し
て
こ
の
解
釈
に
従
ふ
と、

宣
命
使
の
申
し
聞
か

せ
る
行
為
の
相
手
は
衆
諸
で
あ
る。

内
裏
式
の
例
で
言
へ
ば、

皇
太
子
で
あ

り、

王
公
百
官
で
あ
る。

天
武
十
二
年
正
月
の
詔
で
言
へ
ば、

諸
国
司
国
造

郡

司
及
百
姓

等
諸
で
あ
る。

(
時

枝
博
士
は、

と

の
詔
の
大

綱
を
と
っ
て、

今
日
の
言
葉
に
線
訳
す
る
と 、

「
私
が
い
ふ
言
葉
を
皆
さ
ん
お
聞
き
な
さ

い
」

と
な
る
と
し
て 、

天
皇
の
直
接
の
言
葉
と
し
て
居
ら

れ
る
が 、

前
述
。

通
P 、

ζ
れ
は
「
明
つ
御
神
と
し
て
大
八
島
国
を
お
治
め
に
な
っ

て
ゐ
る
天

皇
様
の
仰
せ
ら

れ
る
お
言
葉
を 、

誇
国
司
:
:
:

の
皆
さ
ん
お
聞
き
な
さ
い
」

主

解

ナ
ベ

き
で

あ

る。)

こ
れ
に
対
し
て
仰
を
支
持
す
る
も
の
は、

続
紀
第
一
詔
に
「
諮
問
食
止

詔」

と
「
詔」

の
字
が
四
回
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と、

及
び
続
日
本
後

紀、

三
代
実
録、

高
橋
氏
支
等
に、
「
詔
布」
「
宣
布」

宣
献
麻」

と
あ
り、

ま

た
九
条
家
本
延
喜
式
祝
詞
に
「
宣
マ
7
」

の
訓
が
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る。

こ
れ
は
た
し
か
に
ω
の
説
の
可
能
を
拒
む
有
力
な
恨
拠
と
思
は

れ
る。

し
か
し
な
が
ら
続
紀
第一
詔
の
「
詔」

の
字
は、

宣
長
の
や
う
に

「
そ
の
か
み
は
や
く
心
得
誤
れ
る
か
」

と
見
な
い
に
し
て
も、

宣
と
通
じ
て

用
ゐ
ら
れ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
し、

続
後
紀
以
下
の
証
左
は、

時
代
が
か
な

り
降
っ
て
ゐ
る
の
で、

こ
れ
ら
を
以
っ
て
奈
良
時
代
以
前
を
推
す
こ
と
は
如

何
か
と
思
わ
れ
る。

川
聞
は
そ
れ

ん\
合
理
性
を
一
面
に
持
っ
て
ゐ
る
と
共

に、

他
面
に
は
不
確
実
性
を
帯
び
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て、

こ
の
問
題
の
解
決

は、

今
後
の
研
究
に
倹
つ
べ
き
で
あ
ら
う。
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主

時
枝
博
士
も
言
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に、

祝
詞
・
宣
命
な
る
も
の
の
表
現
機

構
は、

必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く、

そ
れ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
か
な

り
困
難
で.
あ
る。

然
る
に
こ
の
た
び
博
士
に
よ
っ
て
一
つ
の
新
し
い
問
題
が

提
起
さ
れ、

祝
詞
・
宣
命
研
究
の
導
火
線
に
火
を
点
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は、

ま

こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で、

こ
れ
が
口
火
と
な
っ
て、

各
方
面
か
ら
の

研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る。

実
は
博
士
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た

直
後、

私
信
を
以
っ
て
博
士
広
愚
見
を
申
し
送
っ

た
が、

十
分
意
を
尽
さ

ず、

博
士
か
ら
本
誌
に
執
筆
を
勧
奨
さ
れ
た
の
で、

敢
へ
て
拙
文
を
草
し
た

次
第
で
あ
る。

見
る
べ
き
結
論
に
も
到
達
し
得
な
か
っ
た
が、

枯
木
も
山
の

賑
ひ
で
あ
ら
う。
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